
          

          

  

 

 

 

令 和 ５ 年 度 

 

 

高 砂 市 健 全 化 判 断 比 率 及 び 

資 金 不 足 比 率 審 査 意 見 書 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

高 砂 市 監 査 委 員 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 

 １ 文中及び各表中の計数は、原則として表示単位未満を四捨五入により 

 端数処理した関係上、合計と内訳の計が一致しない場合がある。 

 ２ 各表中の符号の用法は、次のとおりである。 

     ０．０ -------- 該当数値はあるが単位未満のもの。 

     「－」 -------- 該当数値がないもの。 

 ３ 各表中、負の値となるものは値の前に「△」を付してある。 

 ４ 文中で用いるポイントは、パーセント又は指数の差引数値である。 
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令和５年度高砂市健全化判断比率及び資金不足比率の審査意見の提出について 

 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定によ

り、審査に付された令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について審

査したので、次のとおり意見を提出します｡ 
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令和５年度 高砂市健全化判断比率及び資金不足比率審査意見 

 

第１ 審査の対象 

 令和５年度健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定基礎となる事項を記載

した書類 

 なお、各比率の対象となる会計は次のとおりである。 

 

実質赤字

比 率

連結実質

赤字比率

実質公債

費 比 率

将来負担

比 率

資金不足

比 率

一般

会計等

国 民 健康 保険 事業 特別 会計

後期高齢者医療事業特別会計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

工 業 用 水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

一般会計等以外の特別会

計のうち、公営企業に係

る特別会計以外の会計

健 全 化 判 断 比 率 等 の 対 象 と な る 会 計 等

一 般 会 計

公営企業に係る特別会
計（法適用）

その他

の特別

会計

区 分

 

 

第２ 審査の期間 

 自 令和６年 ７月２４日 

 至 令和６年 ８月 ８日 

 

 

第３ 審査の方法 

令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定基礎とな

る事項を記載した書類が正確に作成され、各比率が適正に算定されているかどうかに

ついて、算定基礎となる事項を記載した書類と歳入歳出決算書、同付属書類及び証書

類を照合するとともに、関係職員の説明を聴取して、審査を実施した。 

 

 

第４ 審査の結果 

審査に付された健全化判断比率及び資金不足比率については適正に算定され、その

算定基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認めら

れた。 

以下、審査の概要について述べる。 
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１ 健全化判断比率 

比率名 令和５年度 令和４年度 増減 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － － － 12.30 20.00

連結実質赤字 比率 － － － 17.30 30.00

実 質 公 債 費 比 率 5.2 4.8 0.4 25.0 35.00

将 来 負 担 比 率 51.6 61.0 △ 9.4 350.0

（単位：％）

 
（注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は「－」で 

表示している。 

 

地方公共団体は、上記の健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上である場合（当

該健全化判断比率のいずれかが財政再生基準以上である場合を除く。）、財政健全化計画を

定めなければならない。本市においては、すべての比率において早期健全化基準未満であ

った。 

 （１）実質赤字比率では、実質赤字額は生じていないため算出されていない。 

 （２）連結実質赤字比率では、連結実質赤字額は生じていないため算出されていない。 

 （３）実質公債費比率は 5.2％で、早期健全化基準(25.0％)を下回っている。 

 （４）将来負担比率は 51.6％で、早期健全化基準(350.0％)を下回っている。 

なお、実質赤字比率及び連結実質赤字比率の早期健全化基準については、次の算定式に

よる。 

（１）実質赤字比率早期健全化基準（標準財政規模が 200 億円以上 500 億円未満の団体） 

＝（（標準財政規模＋1,000 億円）÷（120×標準財政規模）×100＋20）÷2＝12.30 

（２）連結実質赤字比率早期健全化基準＝実質赤字比率早期健全化基準＋5＝17.30 

 

２ 資金不足比率 

（単位：％）

会 計 名 令和５年度 令和４年度 増減 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 － － -

工 業 用 水 道 事 業 会 計 － － -

下 水 道 事 業 会 計 － － -

病 院 事 業 会 計 － － -

20.0

 
（注）資金不足比率については、資金不足額がない場合は「－」で表示している。 

 

地方公共団体は、公営企業において資金不足比率が経営健全化基準以上である場合、経

営健全化計画を定めなければならない。 

資金不足比率は、公営企業ごとの資金の不足額の事業規模に対する比率である。 

水道事業会計、工業用水道事業会計、下水道事業会計及び病院事業会計では、資金不足

額は生じていないため、資金不足比率は算出されていない。 
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３ 健全化判断比率の状況 

（１）実質赤字比率 

 実質赤字比率は、次のとおりである。 

令和５年度 令和４年度 増減 増減率

歳入総額 ① 44,623,119 43,221,451 1,401,668 3.2

歳出総額 ② 43,598,283 41,875,062 1,723,221 4.1

歳入歳出差引額 ①－②＝③ 1,024,836 1,346,389 △ 321,553 △ 23.9

翌年度に繰り越すべき財源 ④ 9,985 55,430 △ 45,445 △ 82.0

一般会計等実質収支額 ③－④＝Ａ 1,014,851 1,290,959 △ 276,108 △ 21.4

標準財政規模 Ｂ 22,103,401 21,676,947 426,454 2.0

－ － －

（算定上の比率 Ａ／Ｂ×１００） (△4.59) (△5.95) (1.36)

実 質 赤 字 比 率

項　　　目

（単位：千円、％）

実質赤字比率

 

（注）翌年度に繰り越すべき財源④：事業繰越等により翌年度のために必要とされる財源を繰り越したもの。 

繰越額から未収入特定財源を除いたものと等しい。 

(  )内の数値は、実質黒字比率を負数で表示している。 

 

［算定式］ 

実質赤字比率       ＝ 
一般会計等実質赤字額 

標準財政規模 

実質赤字額        ＝   歳入総額－歳出総額－翌年度に繰り越すべき財源 

 

実質赤字比率は、一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率であ

る。 

令和５年度の実質収支額は 1,014,851 千円の黒字となり、実質赤字額がないことから、

実質赤字比率は「－」で表示している。 

実質赤字比率を算定上の数値で示すと、令和５年度は△4.59％であり、前年度に比べ

1.36 ポイント上昇（悪化）している。これは主に、一般会計等実質収支額が前年度に比べ

276,108 千円（21.4％）減少したためである。 
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当年度各会計別の実質収支額の内容は、次のとおりである。 

 

　　　　　（単位：千円）

44,623,119 43,598,283 1,024,836 9,985 1,014,851

44,623,119 43,598,283 1,024,836 9,985 1,014,851

一 般 会 計

合　　　　計

一 般 会 計 等 の 実 質 収 支 額 Ａ

　　　          区 分

 会計別

歳入総額

①

歳出総額

②

形 式 収 支 額

③ = ① - ②

翌年度に繰り越
す べ き 財 源

④

実 質 収 支 額

Ａ = ③ - ④

 

前年度と比較した標準財政規模は、次のとおりである。 

 

項　　　目 令和５年度 令和４年度 増減 増減率

標 準 税 収 入 額 等 18,014,850 17,479,580 535,270 3.1

普 通 交 付 税 額 3,837,216 3,592,123 245,093 6.8

臨 時 財 政 対 策 債 発 行 可 能 額 251,335 605,244 △ 353,909 △ 58.5

合　　　計 22,103,401 21,676,947 426,454 2.0

標 準 財 政 規 模 Ｂ

（単位：千円、％）

  

 

健全化判断比率の各比率の算定にあたり、その分母の基となる標準財政規模は、標準的

な一般財源の規模を示すもので、臨時財政対策債発行可能額を含んでいる。 

令和５年度の標準財政規模は、22,103,401 千円で、前年度に比べて 426,454 千円増加し

ている。これは、臨時財政対策債発行可能額が 353,909 千円減少した一方で、標準税収入

額等が 535,270 千円、普通交付税額が 245,093 千円それぞれ増加したためである。 
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（２）連結実質赤字比率 

 連結実質赤字比率は、次のとおりである。 

 

項　　　目 令和５年度 令和４年度 増減 増減率

一般会計　　　　　　　　　　　　　① 1,014,851 1,290,959 △ 276,108 △ 21.4

　　実質収支額　　　　　　①　　＝Ａ 1,014,851 1,290,959 △ 276,108 △ 21.4

国民健康保険事業特別会計　　　　　② 19,367 15,078 4,289 28.4

後期高齢者医療事業特別会計　　　　③ 37,636 36,739 897 2.4

介護保険事業特別会計　　　　　　　④ 135,656 184,746 △ 49,090 △ 26.6

　　実質収支額　　　　②＋③＋④＝Ｂ 192,659 236,563 △ 43,904 △ 18.6

水道事業会計　　　　　　　　　　　⑤ 599,755 570,047 29,708 5.2

工業用水道事業会計　　　　　　　　⑥ 8,649 8,649 0 0.0

下水道事業会計　　　　　　　　　　⑦ 622,496 653,220 △ 30,724 △ 4.7

病院事業会計　　　　　　　　　　　⑧ 1,012,726 1,048,721 △ 35,995 △ 3.4

　　資金剰余額　　⑤＋⑥＋⑦＋⑧＝Ｃ 2,243,626 2,280,637 △ 37,011 △ 1.6

　　　　合　　計　　　　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ 3,451,136 3,808,159 △ 357,023 △ 9.4

標準財政規模　　　　　　　　　　　Ｄ 22,103,401 21,676,947 426,454 2.0

連結実質赤字比率 － － －

（算定上の比率（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）／Ｄ×１００） (△15.61) (△17.56) (1.95)

連 結 実 質 赤 字 比 率

（単位：千円、％）

 

（注）(  )内の数値は、連結実質黒字比率を負数で表示している。 

 

［算定式］ 

 

連結実質赤字比率   ＝ 
連結実質赤字額 

標準財政規模 

連結実質赤字額    ＝ （実質赤字合計額＋資金不足額合計額） 

－（実質黒字合計額＋資金剰余額合計額） 

 

連結実質赤字比率は、全ての会計を対象とした連結実質赤字額の標準財政規模に対する

比率である。 

一般会計等、一般会計等以外の特別会計のうち公営企業に係る特別会計以外の会計及び

公営企業に係る特別会計を連結ベースで算定した実質収支額は、黒字となっており、連結

実質赤字比率は、「－」で表示される。 

連結実質赤字比率を算定上の数値で示すと、令和５年度は△15.61％であり、前年度に比

べ 1.95 ポイント上昇（悪化）している。これは主に、実質収支額と資金剰余額の合計額が

前年度に比べ 357,023 千円（9.4％）減少したためである。 
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実質赤字比率で算定した一般会計以外の会計別の実質収支額及び資金剰余額（資金不足

額）の状況は次のとおりである。 

 

　　　　　（単位：千円）

9,386,105 9,366,738 19,367 0 19,367

1,502,705 1,465,069 37,636 0 37,636

7,804,274 7,668,618 135,656 0 135,656

18,693,084 18,500,425 192,659 0 192,659

後期高齢者医療事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

合　　　　計

特 別 会 計 （ 一 般 会 計 等 以 外 ） の 実 質 収 支 額 Ｂ

　　　            区 分

 会計別

歳入総額

(A)

歳出総額

(B)

形 式 収 支 額

(C)=(A)-(B)

翌年度に繰り越
す べ き 財 源

(D)

実 質 収 支 額

(E)=(C)-(D)

 

 

　　　　　（単位：千円）

1,019,976 0 420,221 0 599,755

108,438 0 99,789 0 8,649

1,687,517 0 1,065,021 0 622,496

1,824,684 0 811,958 0 1,012,726

4,640,615 0 2,396,989 0 2,243,626

水 道 事 業 会 計

工 業 用 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

合　　　　計

公 営 企 業 会 計 に お け る 資 金 剰 余 額 （ 資 金 不 足 額 ） Ｃ

　　　         区 分

 会計別

流動資産等

(A)

流動負債等

(C)

算 入 地 方 債
の 現 在 高

(D)

資 金 剰 余 額
( △ 資 金 不 足 額 )
(E)=(A)+(B)-(C)-(D)

下 水 道 事 業 会 計

解消可能資金
不 足 額

(B)

 

（注）流動資産等   流動資産－控除財源－控除額等 

    流動負債等   流動負債－控除企業債等－控除未払金等－控除額等 
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（３）実質公債費比率 

 実質公債費比率は、次のとおりである。 

 

令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度

地方債の元利償還金 Ａ 6,452,729 3,216,420 3,090,151 2,937,673

準 元 利 償 還 金 Ｂ 1,860,706 1,980,567 2,039,287 2,087,469

特 定 財 源 Ｃ 4,155,614 1,021,836 1,036,236 1,085,173

算 入 公 債 費 等 Ｄ 3,108,923 3,175,064 3,179,900 3,172,333

標 準 財 政 規 模 Ｅ 22,103,401 21,676,947 22,225,353 21,245,173

8,313,435 5,196,987 5,129,438 5,025,142

7,264,537 4,196,900 4,216,136 4,257,506

1,048,898 1,000,087 913,302 767,636

18,994,478 18,501,883 19,045,453 18,072,840

（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ）

　　　（Ｅ－Ｄ）

（単位：千円、％）

実質公債費比率

実質公債費比率
（３カ年平均）

項　　　目

Ａ＋Ｂ

Ｃ＋Ｄ

（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ）

4.8

5.2

×１００
5.40 4.79 4.24

Ｅ－Ｄ

実質公債費比率（単年度）

5.52

 

（注）算入公債費等Ｄ：元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額。以下の表について同じ。 

 

［算定式］ 

 

 

実質公債費比率 ＝ 

(地方債の元利償還金＋準元利償還金)－ 

 (特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額) 

標準財政規模－(元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額) 

 

実質公債費比率は、一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模

に対する比率である。 

令和３年度から令和５年度までの３カ年平均の実質公債費比率は、前年度から 0.4 ポイ

ント上昇（悪化）し、5.2％となった。これは令和５年度単年度の実質公債費比率が、令和

２年度単年度の比率を上回ったことによるものである。 

令和５年度の単年度の比率をみると、前年度から 0.12 ポイント上昇（悪化）し、5.52％

となった。これは、標準財政規模Ｅ－算入公債費等Ｄが前年度と比べて 492,595 千円（2.7%）

増加した一方で、地方債の元利償還金Ａと準元利償還金Ｂの合計から特定財源Ｃと算入公

債費等Ｄの合計を引いた額が前年度と比べて 48,811 千円（4.9%）増加したためである。 
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（４）将来負担比率 

 将来負担比率は、次のとおりである。 

 

令和５年度 令和４年度 増減 増減率

64,555,529 69,628,619 △ 5,073,090 △ 7.3

42,034,492 45,742,179 △ 3,707,687 △ 8.1

0 0 0 -

16,663,819 17,914,906 △ 1,251,087 △ 7.0

0 0 0 -

5,857,218 5,971,534 △ 114,316 △ 1.9

0 0 0 -

0 0 0 -

0 0 0 -

54,750,689 58,332,809 △ 3,582,120 △ 6.1

10,269,463 11,809,741 △ 1,540,278 △ 13.0

8,737,725 9,325,269 △ 587,544 △ 6.3

うち都市計画税収 8,468,241 8,972,993 △ 504,752 △ 5.6

35,743,501 37,197,799 △ 1,454,298 △ 3.9

22,103,401 21,676,947 426,454 2.0

3,108,923 3,175,064 △ 66,141 △ 2.1

9,804,840 11,295,810 △ 1,490,970 △ 13.2

18,994,478 18,501,883 492,595 2.7Ｃ－Ｄ

将 来 負 担 比 率

（Ａ－Ｂ）／（Ｃ－Ｄ）×１００
51.6

項　　　目

将来負担額　　　　　　　　　　　Ａ

地方債の現在高　　　　　　　　①

債務負担行為に基づく支出予定額②

公営企業債等繰入見込額　　　　③

将 来 負 担 比 率

（単位：千円、％）

組合負担等見込額　　　　　　　④

退職手当負担見込額　　　　　　⑤

△ 9.4

設立法人の負債額等負担見込額　⑥

充当可能財源等　　　　　　　　　Ｂ

充当可能基金　　　　　　　　　⑨

充当可能特定歳入　　　　　　　⑩

基準財政需要額算入見込額　　　⑪

61.0

標準財政規模　　　　　　　　　　Ｃ

連結実質赤字額　　　　　　　　⑦

組合連結実質赤字額負担見込額　⑧

算入公債費等　　　　　　　　　　Ｄ

Ａ－Ｂ

 

［算定式］ 

将来負担比率 ＝ 
将来負担額－充当可能財源等 

標準財政規模－(元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額) 

 

将来負担比率は、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比

率である。 

令和５年度の将来負担比率は、前年度から 9.4 ポイント低下（改善）し、51.6％となっ

ている。これは、将来負担額Ａ－充当可能財源等Ｂが前年度に比べ 1,490,970 千円（13.2%）

減少し、標準財政規模Ｃ－算入公債費等Ｄが前年度に比べ 492,595 千円（2.7%）増加した

ためである。 
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将来負担額は、前年度に比べ 5,073,090 千円減少しているが、これは、地方債の現在高

で 3,707,687 千円、公営企業債等繰入見込額で 1,251,087 千円、退職手当負担見込額で

114,316 千円がそれぞれ減少したためである。 

 

 

４ 資金不足比率の状況 

 

［算定式］ 

資金不足比率  ＝ 
資金の不足額 

事業の規模 

 

資金の不足額  ＝  （流動負債－控除企業債等－控除未払金等－控除額等） 

           ＋算入地方債の現在高－（流動資産－控除財源－控除額等） 

           －解消可能資金不足額 

 

事業の規模   ＝  営業収益の額－受託工事収益の額 

 

資金不足比率とは、公営企業の資金不足額を公営企業の事業規模である料金収入の規模

と比較して指標化し、経営状況の深刻化を示すもので、この比率が高くなるほど、料金収

入で資金不足を解消するのが難しくなることから、公営企業としての経営状況の判断指標

として算定される。 

この比率が経営健全化基準(20.0％)以上である場合、経営健全化計画を策定しなければ

ならない。 
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（１）水道事業会計 

  令和５年度の資金不足比率は、資金の不足額Ａが△599,755 千円となり、資金不足が

発生しなかったため算出されていない。 

令和５年度 令和４年度 増減 増減率

△ 599,755 △ 570,047 △ 29,708 5.2

420,221 350,478 69,743 19.9

流動負債　　　　　　　　　　　　　 ① 784,146 731,592 52,554 7.2

控除企業債等　　　　　　　　　　　 ② 363,925 381,114 △ 17,189 △ 4.5

控除未払金等　　　　　　　　　　　 ③ 0 0 0 -

控除額　　　　　　　　　　　　　　 ④ 0 0 0 -

控除引当金等　　　　　　　　　　　 ⑤ 0 0 0 -

0 0 0 -

1,019,976 920,525 99,451 10.8

流動資産　　　　　　　 　　　　　　⑥ 1,019,976 920,525 99,451 10.8

控除財源　　　　　　　　　　　　　 ⑦ 0 0 0 -

控除額　　　　　　　　　　　　　　 ⑧ 0 0 0 -

貸倒引当金　　　　　　　　　　　　 ⑨ 0 0 0 -

0 0 0 -

995,644 902,326 93,318 10.3

1,011,570 905,497 106,073 11.7

15,926 3,171 12,755 402.2

－ － －

(△ 60.2) (△ 63.2) 3.0

水 道 事 業 会 計

（Ａ／Ｂ×１００）

（単位：千円、％）

区　　　分

資金の不足額　　　　　　　ア＋イ－ウ－エ＝Ａ

流動負債等　　　　①－②－③－④－⑤＝ア

算入地方債の現在高　　　　　　　　　　イ　

流動資産等　　　　　　⑥－⑦－⑧＋⑨＝ウ　

解消可能資金不足額　　　　　　　　　　エ　

事業の規模　　　　　　　　　　　　オ－カ＝Ｂ

営業収益の額　　　　　　　　　　　　　オ

受託工事収益の額　　　　　　　　　　　カ

資金不足比率

（注）資金剰余額がある場合、資金の不足額は負の値で表示される。(  )内の数値は、資金剰余比率を負

数で表示した場合の比率である。以下の表について同じ。 

 

（２）工業用水道事業会計 

  令和５年度の資金不足比率は、資金の不足額Ａが△8,649 千円となり、資金不足が発

生しなかったため算出されていない。 

令和５年度 令和４年度 増減 増減率

△ 8,649 △ 8,649 0 0.0

99,789 56,265 43,524 77.4

流動負債　　　　　　　　　　　　　 ① 99,789 56,265 43,524 77.4

控除企業債等                       ② 0 0 0 -

控除未払金等　　　　　　　　　　　 ③ 0 0 0 -

控除額　　　　　　　　　　　　　　 ④ 0 0 0 -

控除引当金等　　　　　　　　　　　 ⑤ 0 0 0 -

0 0 0 -

108,438 64,914 43,524 67.0

流動資産　　　　　　　 　　　　　　⑥ 108,438 64,914 43,524 67.0

控除財源　　　　　　　　　　　　　 ⑦ 0 0 0 -

控除額　　　　　　　　　　　　　　 ⑧ 0 0 0 -

貸倒引当金　　　　　　　　　　　　 ⑨ 0 0 0 -

0 0 0 -

212,562 215,566 △ 3,004 △ 1.4

212,562 215,566 △ 3,004 △ 1.4

0 0 0 -

－ － －

(△ 4.1) (△ 4.0) △ 0.1

工 業 用 水 道 事 業 会 計

（単位：千円、％）

区　　　分

資金の不足額　　　　　　　ア＋イ－ウ－エ＝Ａ

流動負債等　　　　①－②－③－④－⑤＝ア

算入地方債の現在高　　　　　　　　　　イ　

流動資産等　　　　　　⑥－⑦－⑧＋⑨＝ウ　

解消可能資金不足額　　　　　　　　　　エ　

事業の規模　　　　　　　　　　　　オ－カ＝Ｂ

営業収益の額　　　　　　　　　　　　　オ

受託工事収益の額　　　　　　　　　　　カ

（Ａ／Ｂ×１００）

資金不足比率

 



11 
 

（３）下水道事業会計 

  令和５年度の資金不足比率は、資金の不足額Ａが△622,496 千円となり、資金不足が

発生しなかったため算出されていない。 

令和５年度 令和４年度 増減 増減率

△ 622,496 △ 653,220 30,724 △ 4.7

1,065,021 318,791 746,230 234.1

流動負債　　　　　　　　　　　　　 ① 3,286,402 2,550,391 736,011 28.9

控除企業債等                       ② 2,221,381 2,231,600 △ 10,219 △ 0.5

控除未払金等　　　　　　　　　　　 ③ 0 0 0 -

控除額　　　　　　　　　　　　　　 ④ 0 0 0 -

控除引当金等　　　　　　　　　　　 ⑤ 0 0 0 -

0 0 0 -

1,687,517 972,011 715,506 73.6

流動資産　　　　　　　 　　　　　　⑥ 1,687,517 972,011 715,506 73.6

控除財源　　　　　　　　　　　　　 ⑦ 0 0 0 -

控除額　　　　　　　　　　　　　　 ⑧ 0 0 0 -

貸倒引当金　　　　　　　　　　　　 ⑨ 0 0 0 -

0 0 0 -

2,088,651 2,139,902 △ 51,251 △ 2.4

2,088,651 2,139,902 △ 51,251 △ 2.4

0 0 0 -

－ － －

(△ 29.8) (△ 30.5) 0.7

下 水 道 事 業 会 計

（単位：千円、％）

受託工事収益の額　　　　　　　　　　　カ

（Ａ／Ｂ×１００）

区　　　分

資金の不足額　　　　　　　ア＋イ－ウ－エ＝Ａ

流動負債等　　　　①－②－③－④－⑤＝ア

算入地方債の現在高　　　　　　　　　　イ　

流動資産等　　　　　　⑥－⑦－⑧＋⑨＝ウ　

資金不足比率

解消可能資金不足額　　　　　　　　　　エ　

事業の規模　　　　　　　　　　　　オ－カ＝Ｂ

営業収益の額　　　　　　　　　　　　　オ

 

 

（４）病院事業会計 

  令和５年度の資金不足比率は、資金の不足額Ａが△1,012,726 千円となり、資金不足

が発生しなかったため算出されていない。 

令和５年度 令和４年度 増減 増減率

△ 1,012,726 △ 1,048,721 35,995 △ 3.4

811,958 513,915 298,043 58.0

流動負債　　　　　　　　　　　　　 ① 862,697 586,205 276,492 47.2

控除企業債等                       ② 50,739 72,290 △ 21,551 △ 29.8

控除未払金等　　　　　　　　　　　 ③ 0 0 0 -

控除額　　　　　　　　　　　　　　 ④ 0 0 0 -

控除引当金等　　　　　　　　　　　 ⑤ 0 0 0 -

0 0 0 -

1,824,684 1,562,636 262,048 16.8

流動資産　　　　　　　 　　　　　　⑥ 1,824,684 1,562,636 262,048 16.8

控除財源　　　　　　　　　　　　　 ⑦ 0 0 0 -

控除額　　　　　　　　　　　　　　 ⑧ 0 0 0 -

貸倒引当金　　　　　　　　　　　　 ⑨ 0 0 0 -

0 0 0 -

3,764,614 4,032,705 △ 268,091 △ 6.6

3,764,614 4,032,705 △ 268,091 △ 6.6

0 0 0 -

－ － －

(△ 26.9) (△ 26.0) △ 0.9

資金不足比率

受託工事収益の額　　　　　　　　　　　カ

（Ａ／Ｂ×１００）

算入地方債の現在高　　　　　　　　　　イ　

流動資産等　　　　　　⑥－⑦－⑧＋⑨＝ウ　

解消可能資金不足額　　　　　　　　　　エ　

事業の規模　　　　　　　　　　　　オ－カ＝Ｂ

営業収益の額　　　　　　　　　　　　　オ

病 院 事 業 会 計

（単位：千円、％）

区　　　分

資金の不足額　　　　　　　ア＋イ－ウ－エ＝Ａ

流動負債等　　　　①－②－③－④－⑤＝ア
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む す び 

 

以上のとおり、令和５年度の健全化判断比率及び資金不足比率は、いずれも地方公共団

体の財政の健全化に関する法律に規定する早期健全化基準及び経営健全化基準を下回って

いる。しかし、これらの比率が同法に定める基準以下となっていることだけをもって、当

市の財政・経営の健全性が保証されるものではない。 

令和５年度の決算において、一般会計等の実質収支額は 1,014,851 千円となっており、

実質赤字比率は「－」（黒字）となっている。 

また、一般会計等以外の特別会計のうち公営企業に係る特別会計以外の会計の実質収支

額は、192,659 千円であり、法適用公営企業会計の資金剰余額は 2,243,626 千円であり、連

結実質赤字比率の対象となる会計全体の実質収支額と資金剰余額の合計は 3,451,136 千円

となっており、連結実質赤字比率は「－」（黒字）となっている。 

実質公債費比率（３カ年平均）は前年度の 4.8％から 5.2％に上昇（悪化）している。こ

れは３カ年平均であることから、令和５年度単年度の実質公債費比率が、前年度に算入さ

れていた令和２度単年度の比率を上回ったことによるものである。また、将来負担比率に

ついては、51.6％と前年度の 61.0％から 9.4 ポイント低下（改善）している。 

公営企業４会計では、資金剰余額が、水道事業会計で 599,755 千円、工業用水道事業会

計で 8,649 千円、下水道事業会計で 622,496 千円及び病院事業会計で 1,012,726 千円それ

ぞれ生じており、資金不足比率は算出されていない。 

中期財政計画によれば、今後も大型事業実施に伴うランニングコストや多額の公債費の

償還が見込まれているうえ、高砂市民病院将来構想に基づく費用負担が市の財政に与える

影響も懸念されるところである。さらに、金利や物価の上昇や労働人口減による税収減な

どの不確定要素も含め、継続して厳しい財政運営が予測されることから、これまで以上に

既存事業の見直しをするとともに費用対効果を分析し、事業の取捨選択を行うべきである。 

いずれにせよ、将来にわたり持続可能な財政運営を行えるよう、職員一丸となって限ら

れた財源の中で効果的・効率的な施策の実施を期待するところである。 
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参考資料 

 用語説明 

 

(1)健全化判断比率 

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政指

標の総称である。地方公共団体は、この健全化判断比率のいずれかが一定基準以上とな

った場合には、財政健全化計画又は財政再生計画を策定し、財政の健全化を図らなけれ

ばならない。健全化判断比率は、財政の早期健全化や再生の必要性を判断するものであ

るとともに、他団体と比較することなどにより、当該団体の財政状況を客観的に表す意

義を持つものである。 

 

(2)実質赤字比率 

当該地方公共団体の一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比

率である。福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の赤字の程度を

指標化し、財政運営の悪化の度合いを示す指標ともいえる。 

 

(3)連結実質赤字比率 

公営企業会計を含む当該地方公共団体の全会計を対象とした実質赤字額又は資金の

不足額の標準財政規模に対する比率である。すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方

公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体としての財政運営の悪

化の度合いを示す指標ともいえる。 

 

(4)実質公債費比率 

当該地方公共団体の一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政

規模を基本とした額(※)に対する比率である。借入金(地方債)の返済額及びこれに準じ

る額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示す指標ともいえる。財政健全化法の実質

公債費比率は、起債に協議を要する団体と許可を要する団体の判定に用いられる地方財

政法の実質公債費比率と同じである。 

(※)標準財政規模から元利償還金等に係る基準財政需要額算入額を控除した額（将来

負担比率において同じ。）。 

 

(5)将来負担比率 

地方公社や損失補償を行っている出資法人等に係るものも含め、当該地方公共団体

の一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額(※)に対

する比率である。地方公共団体の一般会計等の借入金(地方債)や将来支払っていく可能

性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示

す指標ともいえる。 
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(6)資金不足比率 

当該地方公共団体の公営企業会計ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率で

ある。公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指

標化し、経営状態の悪化の度合いを示す指標ともいえる。 

 

(7)標準財政規模 

地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示

すもので、標準税収入額等に普通交付税額及び臨時財政対策債の発行可能額を加算した

額である。 

 

(8)資金の不足額 

公営企業ごとに資金収支の累積不足額を表すもので、法適用企業については流動負

債の額から流動資産の額を控除した額を基本としている。 

 

(9)早期健全化基準 

地方公共団体が、財政収支が不均衡な状況その他の財政状況が悪化した状況におい

て、自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべき基準として、実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率のそれぞれについて定められた数値で

ある。 

 

(10)財政再生基準 

地方公共団体が、財政収支の著しい不均衡その他の財政状況の著しい悪化により自

主的な財政の健全化を図ることが困難な状況において、計画的にその財政の健全化を図

るべき基準として、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び実質公債費比率のそれぞれに

ついて、早期健全化基準を超えるものとして定められた数値である。 

 

(11)経営健全化基準 

地方公共団体が、自主的かつ計画的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準とし

て、資金不足比率について定められた数値である。 


